
本誌先月号(2016年5月号)で　直

熱5極管4PILの3結シングル･

パワー･アンプを紹介しました　そ

の時一寸触れたプロト･タイプが本

機です.素性のよく分からない.ソ

連製の直熱5極管4PILの実力を

確認するため,製作したものです.

以前作ったアンプを4PILに合わせ

て改造しました　あまり期待してい

ませんでしたが　音を聴いてひさし

ぶりに興奮してしまいました.そん

なことで　製作費やデザインを含め

て4PILにマッチしたものとして製

作したのが5月号で紹介したアンプ

です.

この2台を友人4人と試聴したと

ころ. 105dB/Wのメイン･スピー

カを使用した場合は5月号アンプを

支持2人,本機を支持2人.優劣付

けがたいが1人となりました　93

dB/Wのサブ･スピーカを使用した

場合は5月号アンプを支持1人.本

機を支持3人,優劣付けがたいが1
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人となりました　この球の素性が良　　電圧増幅管,回路方式は異なります

いというのは全員の一致した意見で　　が　共通する良さが感じられるもの
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◆今回使用した真空管4PIL (左)と初段の6201 (右)
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上記のような話を本誌編集長に話
(第1図)

したところ,コンセプトが異なるア　4PIL(T)シングル･パ　　G,

ンプなので発表する意義があるので　ワ~ ･アンプ全回路図　　1

ば　という話になり本磯を紹介する

ことにしました

本機の全回路図は第1図のように

なります.

本機と5月号のアンプの違い

本機と5月号のアンプの主な遠い

JUN　2016

〈第1表)本機と5月号掲載のアンプと比較する
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動作基点XをEo=25W､ Io=30mAとすると､その時のグリッド･バイアス亀

圧Eco=-19Vとなる｡ Bc重)の曲線上にIm狐=2l°=60mAの点Aをとると､その点

の屯庄Emln=]05Vとなる｡

直線AXの延長線上にEcb二一2Ec二一38Vをとると､その点BはEmaxニ380V､

止血‥3mAとなる⇒

以上より､最大出力Po､負荷抵抗RL　歪率KFを求める.

鴫一(ど-一員-)× (I- - Im膚)- (脚- 105) ×(0･0 - 0･00D Ll_96W
8                8

RL=Emax一節-≡ 380-LO5 -482kQ
Imlα-Lm〃! 006-0003

KP=(lmα+Lmm)〟-め X i00こく006+0003)r2m03 X l00=2.63%
Im(α-Im肋　　　　　　　　　006-000

†〈第2図)

負荷線を引く

(再掲載)

◆後方ナナメより
見る　前号機より

トランスは二回り

くらい大き
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は以下のようになります.

(D5月号のアンプでは出力トランス

にM-757を使っています折　本

機では容量が大きいFE-12Sを

使っています

②出力トランスのl次インピーダン

スZpは. 5月号では7kQとして

いるが　本機では5kQとしてい

ます.この理由は5月号を参照し

てください.

③電圧増幅管に,本機では6201 (12

AT7)を, 5月号では12AY7を

使用している.この理由も5月号

で述べています.

④電圧増幅段と出力段の結合方式

は　5月号ではCR結合なのに対

して本機は直結としています.

⑤B電源の整流素子は, 5月号では

整流管整流ですが本機ではシリコ

ン･ダイオード整流としています.

以上を表にすると第1表のようにな

ります.

4Pl L(T)の動作

この球を購入した時　同封されて

いた規格表からフィラメント定格は
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(第6図)本機のダンピング･ファクタ特性
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(第7図)本機の入出力特性

製造したかは分かりません.　　　　　ました

フィラメント回路の整流用ダイオ　　　B回路の整流用ダイオードは　両

-ド･ブリッジは, RBV-402とい　　波整流ですから使用する電源トラン

う平たいインライン形のものを使い　　ス端子電圧の3倍以上あれば良いで

ました,いつもは四角い形のものを　　しょう.電流容量は3Aあれば十分

使うのですが　平ラグ板上に組み易　　です.

いようにインライン形のものを使い

JUN. 2016

本機の電気特性

第4 - 7図が本機の電気特性で

負荷は8Qで測定しました.

第4図が周波数特性でlV-

0.125WをOdBとして測定してい

ます. 15Hz-50kHz/-ldBとな

りました.高域は250kHzまで滑ら

かに減衰しています. 300kHzあた

りで若干不連続になっていますが

目くじらを立てるほどではありませ

ん.

第5図が雑音盃率です.フィラメ

ントを直流点火しましたが　ハムバ

ランサは付けず　フィラメントの中

点をバイアス抵抗に接続しただけで

すので　残留ノイズはハムバランサ

を付けた5月号のものに比べて2倍

ほどになります,それでも0.8mV

ですから,問題になるほどの値では

ありません. 100Hz, lkHz, 10

kHzの値が複雑に交差して.この特

性はキレイではありません.音には

関係ないでしょうが-. lkHz, 10

kHzがlWで1%以下になってい

ますので　最大出力1.8Wのアンプ

としては合格点をあげましょう.

第6図はダンピングファクタ特性

で20Hz ～20kHzで2.3一定です.

高域は100kHzまであまり変化はあ
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(第8回)方形波特性.左より10kHz. lkHZ. 100Hz

100Hzもこちらのほうがキレイ

です.

使用感

8Q端子までの増幅度は約9.3倍

あるので　メインの105dBNのス

ピーカでは十分な値です.サブの93

dB/Wでも特に不自由は感じませ

ん.残留ノイズ0.8mV (80端子)と

いう値は,メインのスピーカに耳を

付けてもほとんど聞き取れない位で

す.

直熱5極管の3結というと個性的

な音がしそうですが5月号のアン

プでも本機でもクセのない正統的な

音がします.聴いていて気持ち良く

なります.

高効率のメイン･スピーカでは

出力トランスの容量アップの効果は

あまり感じられません　しかし,

OPTのZpの違いか.電圧増幅管の

違いか.回路構成の違いか分かりま

せんが　5月号のアンプは聴きやす

い音がします.それに対して本機は

元気ハツラツとした感じです.これ

は.あえてオーバーに表現したもの

ですが-.

効率93dB/Wのサブ･スピーカ

では　普通の音量で聴いている分に

は両者ともあまり違いはなくゴキケ

ンな音で鳴っています.しかし,オ

ーケストラのフォルテなどの出力が

大きくなる所では　5月号のアンプ

はマッシプなパワー感が少し弱めに

感じられます.

メイン･スピーカで聴く限りにお

いてば　音質に製作費やデザインな

どを加味すると5月号のアンプによ

り愛着を感じる私です.

ちなみに試聴に使用したCD盤は.

5月号で使ったものと同じです.
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